
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

意識がない、危ないと思
ったらすぐに救急車を呼
ぼう！ 

先生に申し出て、すぐに活動を中止しよう！ 

涼しい場所で水分補給し、体を冷やそう！ 

症状が改善しない場合は、医療機関へ！ 

【参考】 日本スポーツ振興センター 学校安全部 

     環境省 熱中症予防教育サイト 

毎年多くの児童生徒が熱中症になっています。令和６年度の発

生件数は 3,000 件以上あります。中学校の管理下では、運動部の

活動中に発生しているケースが多いようです。登下校中の発生も

あります。正しく理解し、熱中症事故を予防しましょう。 

熱中症に注意しよう！ 

熱中症を疑う症状が現れたら・・・ 

 

熱中症患者が発

生したら、落ち

着いて状況を確

かめ対処しまし

ょう。 

最初の措置が肝

心です。 

令和７年７月 

七尾東部中学校保健室 

 

★水筒を持ち歩く際の注意 

腹部に水筒がある状態で転倒した

場合、内臓を損傷する等重篤な事故

が発生するリスクがあります。 

 水筒はできるだけ鞄に入れて持ち

歩く、首や肩にかけた状態で、自転車

に乗ったり走ったりしないようにし

ましょう。 


